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１１..背景と課題背景と課題

ヤンバルクイナの交通事故発生件数は過去最悪であり、非常事態を宣言。

【現状と課題】

■ヤンバルクイナは、近い将来、絶滅が危惧されている小動物であるが、近年、輪禍が多発。

■2007年の輪禍件数は過去最悪の２３件となり、「やんばる地域ロードキル発生防止に関する

　連絡会議」において、非常事態宣言が発令。

■ヤンバルクイナは運動能力が高く、行動特性や生態には不明な点も多いことから完全な輪禍　

　対策手法は確立できていないため早急な対策を実施する必要がある。　　　　

環境省　澤志泰正氏撮影

【ヤンバルクイナの
　　　　交通事故発生箇所】
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２２..ヤンバルクイナ保全に向けての取り組み方針ヤンバルクイナ保全に向けての取り組み方針

 

これまでの対策効果（草刈り等） 
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【【対応方針対応方針】】

「アダプティブマネジメント」（順応的管理）「アダプティブマネジメント」（順応的管理）

予想せぬ生態系の
反応に対してきめ細
かなモニタリング

予想せぬ生態系の
反応に対してきめ細
かなモニタリング

有識者
専門家
住民等

現在の知見で考えられる対策を実施

有識者
専門家
住民等

現在の知見で考えられる対策を実施現在の知見で考えられる対策を実施

失敗したら原因を分析し、対策を修正失敗したら原因を分析し、対策を修正

循環的に継続循環的に継続

   

尾西岳 尾西岳 尾西岳 尾西岳 尾西岳 

西路岳 西路岳 西路岳 西路岳 西路岳 

照首山 照首山 照首山 照首山 
照首山 

伊部岳 伊部岳 伊部岳 伊部岳 伊部岳 

     

     

     

     

     

国頭村 国頭村 国頭村 国頭村 国頭村 
 

照首山 照首山 照首山 照首山 
照首山 

伊部岳 伊部岳 伊部岳 伊部岳 伊部岳 

与那覇岳 与那覇岳 与那覇岳 与那覇岳 与那覇岳 

伊湯岳 伊湯岳 伊湯岳 伊湯岳 伊湯岳 

     

     

東村 東村 東村 東村 東村 

国頭村 国頭村 国頭村 国頭村 国頭村 

大宜味村 大宜味村 大宜味村 大宜味村 大宜味村 

県道２号

県道 70 号

国道 58 号

 ヤンバルクイナ生息域 
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【方針①】 ロードキルや移動分断のない

道路づくりの促進

【方針② 】　 アダプティブマネジメントの導入

【方針③】　幹線道路の機能とヤンバルクイナの
　　　　　　　保全の両立

【方針④】　国・県・村・住民・専門家との連携・協
　　　　　　　働による充実した対策の実施

「失敗したらその原因を分析し対策手法を修正する」手順を循
環的に継続し、対策効果を高める。

ヤンバルクイナ保全が道路事業における緊急の課題と認識し
て、下図のとおり、ロードキル低減に真剣に取り組む。

安全、快適な走行が可能な道路を維持しつつ、ヤンバルクイナ
保全も両立する道路づくりに取り組む。

国・県との連携、また、道路事業者だけでは対応しきれない作
業を地域と協働して実施する。
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３３..ヤンバルクイナ保全に向けての取り組み内容ヤンバルクイナ保全に向けての取り組み内容

【ヤンバルクイナ保全対策箇所と内容】

【取り組み内容】

■取り組み1：目撃調査

　ヤンバルクイナ目撃調査による情報共有・

　出現傾向の把握

■取り組み2：横断路の整備促進

　①嵩上げによる道路下横断路設置

　②道路直下への横断路設置

　③既設道路下暗渠の改良

　④横断路３案の比較検討

■取り組み3：道路侵入防止対策の設置

　①クイナフェンス対策

　②法面張りコン対策

■取り組み4：側溝改良

■取り組み5：注意喚起対策

　①看板設置、②道路標識設置、③草刈り

■取り組み6：協働・連携

　①国道・県道の連携

　②地域との連携・協働

　③学識者や専門機関との連携・協働
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ヤンバルクイナ

目撃！

特に目撃例の多い

場所を抽出

・ロードキル危険箇所の

　緊急対策(看板設置、　

　クイナフェンス設置等)

・優先すべき対策区間　

　の選定

・新たな対策方法の

　検討　など

出現しやすい環境条

件の分析

　

目
撃
情
報
の
共
有
（
国
道
・
県
道
）

【取り組み１：目撃調査】

■目撃地点の位置情報を集積し、緊急対策検

討に必要となる集中的な出現箇所や当該年

度の出現傾向の把握。

■多くの目撃情報を分析し、対策箇所検討に

必要な「出現しやすい環境条件」の把握。

【取り組み２：横断路整備】

■ヤンバルクイナが道路を安全に渡れる横断路

の整備。

 

②道路直下への横断路設置案（県道） 

③既設道路下暗渠の改良案（国道） 

盛土部 

切土部 

切土部 

①嵩上げによる道路下横断路設置案（国道）

どのタイプを好むか？

【道路直下横断路設置イメージ】

３３..ヤンバルクイナ保全に向けての取り組み内容ヤンバルクイナ保全に向けての取り組み内容

【調査結果の活用の流れ）】

【横断路整備案】

  

暗渠内に板状の構造物を設

置し全幅水没を解消する。

小動物の落下死を防ぐため

に、スロープ部を設ける。

照明（昼間のみ）を設置するこ

とにより、ヤンバルクイナ等昼

行性動物の移動を可能にする。

排水路（緩傾斜型）はス

ロープ部に再配置する。

吐口水路部の側面にス

ロープを設置する。 

【既設道路下暗渠の改良イメージ（国道58号）】
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【取り組み３：道路侵入防止】

■ヤンバルクイナのロードキルは、道路侵入によ

って発生。

■「道路上に侵入させない」、「道路から遠ざける

」の２つの対策手法の導入。

【取り組み４：側溝改良】

■道路沿いのＵ字側溝をヤンバルクイナの雛

など小動物が脱出できる構造へと改良。

３３..ヤンバルクイナ保全に向けての取り組み内容ヤンバルクイナ保全に向けての取り組み内容

【侵入防止の対策イメージ】

 

車道

盛土

法面

切土

法面

★クイナの道路侵入を防止 

 

車道

盛土

法面

切土

法面

★運転者の視界幅を拡大 

★クイナの餌場

を車道から遠

ざける 

対策①：クイナフェンス対策

対策②：法面張りコン対策

 

 

【片側緩傾斜側溝に出入りするヤンバルクイナ】

【全面片側緩傾斜側溝】

【部分片側緩傾斜側溝】 【スロープ付き側溝】
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【取り組み５：注意喚起】

■運転者への注意喚起対策としての看板

（工事看板タイプ）や道路標識の設置。

■運転者の視界確保策としての道路沿いの

草刈りの実施（年１～２回）。

【取り組み６：協働・連携】

■国や県の連携強化、地域住民の方々からの協力、

協議会や委員会などを通じての国道・県道にお

ける取り組みへのアドバイス。

３３..ヤンバルクイナ保全に向けての取り組み内容ヤンバルクイナ保全に向けての取り組み内容

 

対策①国道・県道の連携
・国道・県道ヤンバルクイナ保全対策情報交換会

　　北部国道事務所・北部土木事務所

・やんばる地域ロードキル発生防止に関する連絡会議

　　環境省那覇自然環境事務所、北部国道事務所、北部土木　　

　　事務所　他計24機関

対策②地域との連携・協働
・クイナフェンスの設置・撤去の協働

　　北部国道事務所、奥小学校、北国小学校

・ヤンバルクイナ等目撃情報調査

　　北部土木事務所、やんばる地域を現場とする工事業者　等

・クイナフェンス現地説明会

　　北部国道事務所、国頭村、国頭村奥区　他

対策③学識者や専門機関との連携・協働
・やんばる地域ロードキル発生防止に関する連絡会議

　　環境省那覇自然環境事務所、北部国道事務所、北部土木事　

　　務所　他計24機関

・ヤンバルクイナ対策現地説明会

　　北部国道事務所、環境省那覇自然環境事務所、学識経験者・

　　専門家５名　他

・北部国道環境検討委員会及び同小動物部会

　　北部国道事務所、学識経験者　他

 

 

 
 

【対策①：看板設置】

【対策②：道路標識設置】

【対策③：草刈りの実施】
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４４..やんばるでの安全運転のお願いやんばるでの安全運転のお願い
１．やんばる道路を運転する際のお願い 
 

①道路脇からの動物の飛び出しに注意をはらい、スピードを落として運転してください。 

 

②動物の飛び出しに備えて、常にブレーキを踏む準備をしてください。 

 

③車間距離を十分にとって、前の車の急ブレーキに注意してください。 

２．ヤンバルクイナの道路出現の特徴 

○特に朝・夕が多いが、朝～夜まで注意！ 

・ヤンバルクイナは、朝（日出前後）から夕方（日没前後）まで、活動する。 

・夜間でも、月が明るい夜には活動する場合もある。 

・道路への出現は、特に朝（日出前後～9 時頃）、夕方（17時頃～日没前後）が多い。 

・昼間でも雨天・曇天時には、道路によく出現する。 

○特に４～６月が多いが、年間を通じて注意！ 

・３～８月の繁殖期の出現が多く、特に４～６月の子育て期は非常に出現が多い。 

・年間を通じて、道路への出現が見られる場所もある。 

○やんばる道路のどこでも注意！ 

・道路の周辺環境（直線・カーブ、登り・下り等）に関わらず、集落～山間部までヤンバ

ルクイナは出現する。 

・1998～2006 年は国頭村安田周辺（県道 70号線）で、2007 年は楚洲周辺（県道 70 号線）

で、事故や目撃例が最も多かった。 

・雨で路面が濡れている場合には、ヤンバルクイナや他の小動物を見つけにくい。 

３．もしひかれたヤンバルクイナを見つけたら 

・死んだり傷ついたヤンバルクイナなどをみかけたら、まず下記に連絡してください。 

・万が一ヤンバルクイナをひいてしまっても、故意でなければ罪に問われることはありま

せん。 

環境省やんばる野生生物保護センター 0980-50-1025 

ヤンバルクイナ救急救命センター 0980-50-3300、090-6857-8917 
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